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2020 年度実施項目 
１．研究目標 （提出計画書に基づき記載） 
細胞内酸素代謝が免疫系の活性化に及ぼす影響について、低酸素誘導性因子 HIF-1 による

制御を中心に、遺伝子発現変化や代謝リプログラミングの観点から明らかにする。 
 
２．2020 年度研究進捗・成果（論文、学会発表を含む） 
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歩先へ, Life Support and Anesthesia 27 (2020) 852-857. 
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る障害軽滅の可能性, Anet 24 (2020) 15-19. 
 
３．2020 年度ブランディング目標（提出計画書に基づき記載） 
国内外の学会や国際誌での成果報告を行い、本学の研究水準の更なる向上に努める。研究

シンポジウムや公開講座により本事業にて得られた成果の周知を図る。 
 
４．2020 年度ブランディング活動進捗・成果（メディア、その他） 
ICNIM オンライン特別講演会：2020 年 10 月 1 日，広田喜一「低酸素生物学から酸素・代

謝生物学：免疫調節への関与」 
 
５．自己評価（達成度、改善点など）： 
細胞内代謝測定や網羅的遺伝子発現解析技術を駆使して、生体内シグナル制御における低

酸素、および酸化ストレスの重要性に関する成果を報告した。また遺伝子解析による高精

度な細菌同定法の開発に成功し、常在微生物叢が宿主の生理・病態に及ぼす影響をこれま

でにない解像度で明らかにするための基盤技術を確立することができた。 


